
1. 人の目線を遮るように陸ヨシが生い茂り、く
ねくねと公園へと導く。足元には季節の花が咲
く。

2. エントランスロード。まっすぐ公園に向かい、
公園全体のエントランス空間となる。

3. 葉の下に集うゾーン。葉の下に集うように、
内外に休憩所を設ける。また、遊具やデッキな
どへの葉の形で繋がっていく。

4. 河を挟んで広場を見る。親水空間の向こうに
広場が広がる。

7. 狭い通路の先に丸いデッキが水位に対応し浮
かぶ。目線を水面に近づけて観察デッキを設け
ることで様々な生き物を観察できる。

8. 公園の動線が湖へと突き出る。公園を回遊し
ながら、湖に近づく。

5. 公園の外にも目を向けると新潟の田園風景が
広がっている。
5. 公園の外にも目を向けると新潟の田園風景が

6. また背の高いヨシの道を進む。コンクリート
の道が現れ、湖へと誘う。

8. 公園の動線が湖へと突き出る。公園を回遊し

9. 湖や公園が見えないような木々の生い茂る森
へ入る。公園から一度視界を切り離して、塔か
ら公園全体を見渡す。

10. 人の気配を隠すように木々が多く生い茂る
道。警戒心の強い鳥も近くに見ることができる。

11. 自然体験を行える学習施設。内外がシームレ
スにつががるようにし、イベントなどが行われ
る。

11. 自然体験を行える学習施設。内外がシームレ

12. 高低差に自分たちで居場所を見つける。また
ちいき花壇が公園の四季を盛り上げる。

　生物の形態や仕組みはとても興味深く、古くから多くの建築家が関心を寄せてきた。「アール・ヌー
ヴォー」から始まり、モダニズム建築の中でも生物の形態を建築に用いるものや、生物の機能や法
則を建築に落とし込むものがあった。現代にあっても建築と生物との関係が見える建築は多く、人々
は今尚、生物から形態的な美しさや構造、空間を見出そうと試みている。また、建築自体が生命化
し、人と建築の呼応を目指すものも出てきている。
　以上より、生物をモチーフに美しさや構造、設備、人の流動性、建築の生命化までも見い出すこ
とで、人と建築の新たな関係性を導出できると考える。

　新潟県新潟市西蒲区「上堰潟」を対象敷地とする。
　越後平野には潟と呼ばれる湖沼が点在し、古くから人々の生活は潟と密接に関わっていた。潟は、
かつて海とつながっており、人間の都合で変容を遂げてきたが、いまだに多様な生物が海と潟とを
自由に往来して、さまざまな恵みをもたらしている。潟は周囲が干拓され面積が縮小していくため、
昔から人が管理することで現在の姿を保っている。乾田化と洪水調節容量確保のため、堤防で堰上
げて溜池として利用する潟やポンプで水位を海面下に下げてる潟もある。上堰潟も陸化しつつあり、
それを市が掘削・復元して公園化した。平成 26 年に新潟市潟環境研究所が新潟市役所に設置され、
「潟」の魅力や価値を再発見・再構築し始めている。都市にある潟として、その生物多様性を保全
しながら、人との関わりの 深い “潟” に復活させる活動が行われている。 
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　19 世紀に入り、古典形式主義からモダニ
ズム建築の時代が始まった当初は、生物か
ら形態を取り出し、装飾として建築に生物
の形態を落とし込むものが多かった。その
中で、徐々にその生物の構造や機能までも
建築に組み込み建築を作るようになった。
ルイス・ヘンリー・サリヴァンの「形態は
常に機能に従う」という言葉がある。構造
や機能が形態と全く切り離されたものでは
なく、それらからも形態を見てとれるとい
うことで、事例からもこの言葉を感じるこ
とができる。
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　生物と関連づけて建築を考えることにより、建築空間や構造などの創造に大きな幅をもたせることができた。またこれが今後の建築の空間構成や建築技術または建築自体の広
がりに繋がっていくことを期待する。

　地域特有の「潟」という特徴をもつ上堰潟公園に地域の人々が生物や植物を学ぶ
施設や休憩所の提案を行う。

　自然保護区域と人のための区域をわけ、人の行動や活動を考えゾーン分けを行っ
た。また、シークエンスや環境を考え植栽計画を行う。
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05_ 自然体験施設の提案

     _00 マスタープラン

　地域の人の為の施設（AREA1）、水上の居場所 （AREA2）、野鳥類の観察施設
（AREA3）、上堰型潟についての学習施設（AREA4）を上記の類型に沿って 4つの設
計を行う。
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　形態や機能からイメージできる空間活動の模型作成やス
ケッチを行う。

03_ 生物の形態機能から見る建築要素

02_ 生物と建築との関係に関わる事例

04_ 上堰潟公園
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生物と建築の関係に関する研究





男子外部トイレ

女子外部トイレ

キオスク

キオスク

公園に抜けるエントランスロード

中庭

休憩室
＋400

休憩室
＋400

休憩室

全開放のガラスで GL
と高低差もないため
自由に行き来する。

どこにでも座ることが可。
靴を脱いでとどまれる。
無垢の木で冬でも日が当たり
暖かい。縁は縁側のように
靴を履いたまま座る。

ワークショップなどを行える
半外部で外と休憩室に広がりを
持って活動を行える。

公園の案内、紹介を送る。
地域イベントの告知や展示
などの場にもなる。

アプローチのくねくねした道
とは違いまっすぐ公園に方向
を決め抜ける。

半外部カフェスペース。
冬はビニールカーテンで囲む。

身障者用
トイレ

倉庫

倉庫

ワークスペース

ワークスペース

ワークスペース
管理室

作業場

案内所

案内所

夏至12時　日陰に居場所ができる。 冬至 12時　日向に居場所ができる。 季節と南中の影の関係

　　　屋根の傾斜により、雨を集め、またその雨を冷却利用する。 　葉の重なりの中にいるかのような内部空間を目指す。太陽の向きや光の落ち方を考慮し、計画する。
■　蒸散機能 ■　日陰と日向に居場所をつくる

　葉の機能を用いて日陰や温度の調整を行い、木漏れ日を思わせる内部空間の休憩所を提案する。

1 / 300　平面図

1 / 200　断面図

休憩室案内所 ワークスペース

テラス

テラス

テラス

エントランス通路キオスク

　　　屋根の傾斜により、雨を集め、またその雨を冷却利用する。
■　蒸散機能

N
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1 / 500　AREA1 全体平面図

上堰潟公園エントランスサイン

ちいき花壇

アプローチ沿いの四
季のある草花 (1)

背丈ほどの高さのあ
る草々
公園全体は見えない

ショートカット用
けもの道

公園へまっすぐ続く
エントランスロード 
(2)
公園全体がみえる

01 葉の下の休憩所 (2)

水遊びの場 

防風林とアイストップを兼ねる

ちいき畑

築山

遊具

畑用車の道

BBQガーデン
ちいき畑でとれた野菜などを使
用。畑作業の場や休憩にも利用
。

◁　車

◀　人

ちいき花壇
地域の人々がさまざまな花を育てる

葉ののぼり棒

葉脈ネット

見晴らし台

葉の山のぼり

菜の花畑
上堰潟公園のメインの花

芝
芝の上に寝る
座る

芝
芝の上に寝る、座る

葉の蒸散システムを利用した環境断面図

葉の蒸散システム

_01　  葉の下の休憩所

N



多目的室

イベント掲示

風除室

湖を眺める。

広場と室内が一体的に活動が行われる。

事務室

活動広場

多目的室 イベント掲示

活動掲示

事務室 活動広場

休憩室

休憩室

湖を見る。

角田山を見る。

森へ抜ける。

光と風の休憩室
風が抜け、光が落ちる
休憩室。

学習ギャラリー
公園内の生物ギャラリー

階段の下は
自然を覗く自然の
ギャラリー側廊 展望

展望

ギャラリー

ギャラリー広場

↑

↑

↑
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1 / 200　平面図 1 / 200　断面図

1 / 100　断面図

浮き草の構造システム
　　　1/30　断面図

↑↑

↑↑

　水上を移動しながら野鳥や植物を観察できるデッキを設ける。デッキは水量に対応し、デッキの目線を下げる
ことで、新たな発見と空間体験ができる。

■　浮き草システムの利用
　浮き草は葉の中に空気を含み浮かんでいる。また、根は重りの役割をしている。これらの構造を利
用して、デッキは水位に対応する。

□　自然実験槽
　湖にいくつか実験層を設ける。人工的に水質改善や、生物成長記録や生態系の観察を
行う。

ex.　水草による水質改善 N

1 / 100　平面図

1 / 100　断面図

観察デッキ

観察デッキ 2

聖域の鳥を見る
警戒心の強い鳥を
観察する。

中州
多くの生物の居場所をつくる。

中州の中を通り、隠れている
様々な生物が見える。

中州の中を通り、隠れている
様々な生物が見える。

人馴れしている
鳥たちが生息。

湖の上を歩く。道幅を絞り、
道の方向に意識を集める。

デッキへのアプローチ
いきなり道が現れる。

見通しの悪い道

観察デッキ 1

おしゃべり
ベンチ

船着場
潟を廻るイベント舟用

実験槽
水質実験や生物の
観察の場を作る。

観察デッキ

観察デッキ１

船つき場

観察デッキ２

ex.　水上ビオトープ

　水草の根には極細の毛が生えており、そこがバクテリアの住
みになる。また、栄養分を吸収するので、水質浄化の実験など
を行う。
　子供たちが水上で植物を育ての生物のつながりを理解する場
を作る。

浮き草の構造システム
　　　1/30　断面図　　　1/30　断面図

↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑

↑↑↑↑↑↑↑↑↑

　水上を移動しながら野鳥や植物を観察できるデッキを設ける。デッキは水量に対応し、デッキの目線を下げる　水上を移動しながら野鳥や植物を観察できるデッキを設ける。デッキは水量に対応し、デッキの目線を下げる
ことで、新たな発見と空間体験ができる。

■　浮き草システムの利用
　浮き草は葉の中に空気を含み浮かんでいる。また、根は重りの役割をしている。これらの構造を利　浮き草は葉の中に空気を含み浮かんでいる。また、根は重りの役割をしている。これらの構造を利
用して、デッキは水位に対応する。

□　自然実験槽
　湖にいくつか実験層を設ける。人工的に水質改善や、生物成長記録や生態系の観察を

N 1 / 600　全体平面

↑
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_02　  水の上の観察デッキ

　公園全体、地域をみわたせる展望台。公園内の植物、野鳥のギャラリーも設け、展
望台に登りながら植物、野鳥を学ぶ。

□　上堰潟公園に生息する生物や植物
　貝の外側を登るように展望塔を登る。また、塔の内部も貝殻の中にいるような螺旋空間が広がる。

カルガモ カッコウ トビ カワセミ オオヨシキリ ハクセキレイ ジョウビタキ

コヨシキリ カワラヒラ ホオアカ カシラダカ アオジ オオジュリン アオサギ

オモダカ ネジバナ

セイタカアワダチソウコスモス

オモダカ ネジバナネジバナネジバナ

セイタカアワダチソウコスモス

カッコウ トビ

アオジ

カワセミ オオヨシキリ

　貝の外側を登るように展望塔を登る。また、塔の内部も貝殻の中にいるような螺旋空間が広がる。

ジョウビタキ オモダカ

コヨシキリ カワラヒラカワラヒラ ホオアカ カシラダカカシラダカカシラダカ アオサギ セイタカアワダチソウセイタカアワダチソウ

ジョウビタキ オモダカハクセキレイオオヨシキリ ハクセキレイハクセキレイハクセキレイハクセキレイ
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_04　  森の展望塔 

■　螺旋階段
　貝の外側を登るように螺旋階段で展望塔を登る。
上堰潟公園全体や地域を見渡す。

　開放的な大きな空間を持つ学習施設。ワークショップや研究
会なども行われる。地域ボランティア人の活動拠点となる。

■　翼をイメージした屋根の構造
　鳥の翼から構造をイメージする。鳥の翼の骨を２本の曲
率を変えたアーチで表す。そこから、屋根に翼のような美
しい曲面をつくる。翼に包まれた空間はおおらかに広がり、
緩やかに外部空間とつながることができる。

□　自然光を大屋根の中に取り入れるルーバー屋根
　大空間にかかる大屋根は細かく入った木ルーバーが太陽
光を優しく内部に入れる。

鳥の翼の骨と屋根のイメージ

鳥の翼の構造スタディー
N
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_03　  野原の学び舎

□　風の循環システム

　貝の外側を登るように展望塔を登る。また、塔
の内部も貝殻の中にいるような螺旋空間が広がる。


